
 令和３年度 自己評価・学校関係者評価に係る評価結果 
 

 
評価項目 

評価 

４段階 
自己評価結果と改善方策等 学校関係者評価結果および意見等 

１ 
確かな学力の育成に関すること

（学力向上、キャリア教育、英語教

育、情報教育等） 

３ 

感染拡大状況に合わせて、適宜ペアやグループでの話し合いを取り入れたり、ICT

機器を活用したりして、主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業に取り組ん

だ。 

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため、学

校行事を縮小して実施しなければならなかったことが

残念である。 

コロナ禍により協中ブロック PTA 連絡協議会で

の情報交換ができなかったことが残念であった。 

全国・県の学習状況調査の各質問で、肯定的な回答

が８～９割であり、授業改善が実践できていることに

感心した。 

学校独自の取組により、あいさつをする生徒が増え

たり、生徒の交通マナーが改善されたりしている。中

学生が当事者となる交通事故が発生していることか

ら、未然防止に向けた安全教育への取組に期待してい

る。 

SST 等の活用により一定の効果が上がっている。一

方でいじめは、多くが初発型であるが総件数が増加し

ており懸念される。重大事案に発展する前の学警連携

を適切に行うことが重要である。 

ＩＣＴを活用した学校行事等、新しい取組について

地域も交えて情報交換できたことはよかった。今後も

小中の連携を図っていきたい。 

生徒と保護者との信頼関係は、家庭訪問による対面

での話し合いで構築していくことが基本である。今後

も電話連絡等で終わらせるのではなく、地道に取り組

んでほしい。 

特別支援教育において、早期に小中連携が進められ

ていることはありがたい。 

新型コロナウイルス感染症により休校をしなければ

ならないほど、感染が広がらなかったのは、教職員が

徹底した感染対策の実施によるものである。 

コロナ禍により、生徒の生活リズムの乱れが懸念さ

れる。今後も生徒と向き合う時間の確保に努めてほし

い。 

校舎の消毒作業や生徒の心のケアなど、新型コロナ

ウイルス感染症対策のため教職員の業務が増えている

ことに憂慮している。 

２ 

豊かな心を育てる教育の推進に関

すること（道徳教育、小中一貫・連

携教育、ふるさと教育、読書活動、

体験活動等） 

３ 

特別の教科「道徳」は、ローテーションによる指導案の作成や時間割設定の工夫等

により、教員相互の授業参観や意見交流が増えた。また、校区内清掃を実施し、地域

に貢献する意義を体験的に学んだ。 

３ 
生徒指導の充実に関すること（い

じめ、不登校対策等） 
３ 

SC、SSW、関係機関と連携し、課題が多い生徒はケース会議を開いて改善に向け

た取組を行った。交通安全教室、放送による呼びかけ、立哨指導により生徒の交通マ

ナーが改善した。今後、より地域の協力を得ながら継続的に取り組んでいく必要があ

る。 

４ 
運動に親しむ習慣づくりと体力の

向上に関すること 

（体力・運動能力の育成） 

３ 

保健体育の授業では、コロナ禍における運動不足の解消を意識した活動を行った。

部活動は、ガイドラインに沿い短時間でも効果のある取組ができている。生徒が主体

的に体力向上や健康な体づくりのための運動をすることの大切さを理解し、実践で

きるよう指導していく。 

５ 
食育の推進と心身の健康づくりに

関すること 
３ 

マイ･ランチや家庭科での調理実習では、喜んで参加している生徒が多く、食に関

する意欲を感じる。一方で給食の残菜は依然多いことから、「食べることは生きるこ

と」というテーマのもと、生徒自ら、心身の健康をめざしていけるように働きかけて

いく必要がある。 

６ 学校人権教育の推進に関すること ３ 

ICT 機器を活用し、人権合唱祭や人権集会を行った。学年間でメッセージを交換し

成果物として掲示し、振り返りや一体感が味わえるように工夫した。更なる内容の見

直しや精選を行い、３年間を見通した人権総合学習計画を作成していく必要がある。 

７ 特別支援教育の推進に関すること ３ 

全教職員が緊密に情報や連携を取り合い、特別支援学級、通常学級に関わらず支援

の必要な生徒に対して丁寧な対応ができている。特に特別支援学級の生徒の欠席数

が減少しており、向上心をもって学習に取り組めている。 

８ 
教員の資質向上と教育指導体制の

充実に関すること（職員のコンプ

ライアンス・現職教育等） 

３ 

公開授業や他の教員の授業を参観する機会は少なかったが、外部講師を招聘して

研究授業を行い、研究討議により授業改善を図った。コロナ禍によりコの字や班での

学習形態によらない共同学習のあり方も考えていく必要がある。 

９ 
安心・安全で質の高い教育環境の

整備に関すること 
３ 

本年度も施設の老朽化が目立ち、改善が必要な個所が多い。しかし、優先順位を考

慮して計画的に修繕を行っており、今後も市教委と連絡を取り合いながら備品の購

入及び施設の維持管理を行っていく。 

10 
家庭や地域との連携・協働に関す

ること（高松型コミュニティ・スク

ール等） 

３ 

担任を中心に家庭訪問・家庭連絡を密に行っている。保護者や地域の方から寄せら

れる意見や情報に対して真摯に耳を傾け、できることから着実に実行していく。コロ

ナ禍で実施が難しくなっている今だからこそ、どのようにしたらできるかを考えて

いかなければいけない。 

11 
働き方改革・業務改善に関するこ

と（時間外勤務の削減等） 
２ 

留守番電話の設定時間を教職員に周知・確認し、保護者への電話連絡等の業務を早

めに終わらせるようにしたことにより、退庁時間が早まった。また、休み時間や放課

後にもできる限り生徒と関わる機会をもつことで、多くの発見や改善ができている。

一方で業務を家庭に持ち帰る教員もおり、実質的な時間外勤務削減への取組を進め

ていく。 

 


